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オンライン学習管理システム
（学認LMS）

• Moodle 3.6＋学認

• 「機関管理者」の登録が可能

• コース修了時等にバッジ発行（Open Badges 2.0に対応）

• スマホ対応

• 「共通コース」コンテンツ（2019年8月予定）
• オープンサイエンス時代の研究データ管理

• 研究データ管理サービスの設計と実践
等
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Moodle バッジ機能
• 世界標準規格のオープンソースデジタルバッジ
規格の Open Badges 2.0と完全互換

• 教師：学習者の学習進捗や、試験の合否などを確認
• 学習者：自身の教育経験、スキルの証明を各Web 
サービスで広く公開できる
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「機関管理者」ができること

• 必要に応じて、コース受講者（自機関受講者のみ）の
受講履歴が取得できる

• 受講履歴を参照できるコースは、
共通コースと、同じ所属組織向けの必須コース

• Option: 自機関向けのコース（必須コース）の
管理（登録・編集・削除）ができる
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学認LMS（ログイン画面）
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ログイン後
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学認LMS＋ラーニングアナリティクス基盤
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https://lms.nii.ac.jp/auth/shibboleth/index.php
https://lms.nii.ac.jp/auth/shibboleth/index.php


ダッシュボード
Metabase
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Summaryページ（サンプル）

9



解析プラットフォーム
Jupyter Hub
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Jupyter Hub
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オンライン学習管理システム
（学認LMS）まとめ [再掲]

• Moodle 3.6＋学認

• 「機関管理者」の登録が可能

• コース修了時等にバッジ発行（Open Badges 2.0に対応）

• スマホ対応

• 「共通コース」コンテンツ（2019年8月予定）
• オープンサイエンス時代の研究データ管理

• 研究データ管理サービスの設計と実践
等
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